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2011 年 3 月 11 日の東日本大震災及びそれに伴う東京電力福島第一原子
力発電所の事故（以下「福島原発事故」）が、福島県中通り 9市町村の 2008
年度出生児及びその母親（または保護者、以下「母親」）の生活と健康に














住所のある 2008 年度出生児2 及びその母親を対象に、2013 年 1 月、2014
年 1 月、2015 年 1 月、2016 年 1 月、2017 年 1 月に、それぞれ「福島原発
事故後の親子の生活と健康に関する調査」（以下「本調査」）を実施し、2018






2017 年 1 月の第 5回調査においては、「東日本大震災・福島原発事故か
ら、まもなく 6年になります。今の心境を率直にお書きください」という
自由回答欄のリード文に、回答総数 910 名のうち、547 名が自由記述を記
入している（2017 年 11 月 10 日時点）3。本稿は、2013 年調査4、2014 年調






























第 1回調査 2,628 1 ,203 45 .8% 252 ,047 209 .5
第 2 回調査 1,606 718 44 .7% 153 ,938 214 .4
第 3 回調査 1,209 746 61 .7% 151 ,677 203 .3
第 4 回調査 1,021 612 59 .9% 117 ,171 191 .5






































































































































































































































































































































































避難に関する意見の総数は、100 件（2016 年）から 67 件（2017 年）に
減少した。詳細には「ア 避難している」に関する意見は、38 件（2016
年）から 16 件（2017 年）に減少している。「イ 避難したが戻ってきた」
に関する意見は、両年とも 8件である。また「ウ 避難したいができない」
に関する意見は、23 件（2016 年）から 18 件（2017 件）に、「エ 避難し





























































保養に関する意見の総数は 30 件（2016 年）から 13 件（2017 年）に減
少した。「ア 保養プログラムの拡充を望む」に関する意見は、18 件（2016
年）から 8件（2017 年）に、「イ 保養に関する情報を得たい」に関する
意見は、2件（2016 年）から 1件（2017 年）に減少している。また「ウ














































































































































































「ア 除染にある程度満足している」に関する意見は、21 件（2016 年）
から 9件（2017 年）に減少し、「イ 除染に不満がある、除染の効果に疑
持続する不安、前向きな態度（成元哲・牛島佳代・松谷満） 195（ 195 ）
問がある」に関する意見も、90 件（2016 年）から 33 件（2017 年）に減


































































































































31 件（2016 年）から 18 件（2017 年）に減少。「イ 地元産の食材や水道
水を使わざるを得ない、使っている」に関する意見も 22 件（2016 年）か



























































































































































































































































































































持続する不安、前向きな態度（成元哲・牛島佳代・松谷満） 211（ 211 ）
た、自動はんばい機も売り切れだった等）たまに話をしますね。
特徴


















































































































































































「ア 家族・近所・知人」に関する意見が 28 件（2016 年）から 19 件
（2017 年）に減少したのに対し、「イ 外部」に関する意見は、46 件（2016

















































































































































































































































































































































































































































































































































対応全般に関する意見は 123 件（2016 年）から 90 件（2017 年）に減少
した。しかしその中でも、原発事故を踏まえた原発の是非に関する意見が







































































































































































































































現在の親と子の健康に関する意見は 53 件（2016 年）から 80 件（2017
年）に増加し、将来の親と子の健康に関する意見は 145 件（2016 年）か










のもある。2016 年と 2017 年の間の「変化」を捉えるために参考までに回
答数を示している。
2016 年 2017 年
1 生活拠点 259 126
（1）避難関係 100 68
ア 避難継続中 38 16
イ 避難したいが戻ってきた 8 8
ウ 避難したいができない 23 18
エ 避難しない 31 26
（2）保養関係 30 13
ア 保養プログラムの拡充を望む 18 8
イ 保養に関する情報を得たい 2 1
ウ 保養に満足した 10 4
（3）除染関係 129 45
ア 除染にある程度満足している 21 9
イ （実施の有無にかかわらず）除染に不満がある、除染の効果に疑問がある 90 33
ウ 除染を望む 18 3
2 食生活
（1）食 62 39
ア 地元産の食材や水道水はできるだけ使わない 31 18
イ 地元産の食材や水道水を使わざるを得ない、使っている 22 18
ウ 学校（保育園）給食に対する不満 9 3
246（ 246 ）




4 子育て 106 54
（1）放射能対応（行動） 40 8
（2）放射能対応 60 45
ア 子どもの検査 44 35
イ 積算計（ガラスバッジ） 16 10
（3）母親の妊娠、出産 6 1
5 人間関係 74 172
（1）家族・近所・知人 28 19
（2）外部（いじめ・差別） 46 153










9 健康 198 204
（1） 現在 53 80
ア 子ども 31 41
イ 親 22 39
（2） 将来 145 124
ア 子ども 128 109
イ 親 17 15
持続する不安、前向きな態度（成元哲・牛島佳代・松谷満） 247（ 247 ）
（2）声の変化：2017年調査における自由回答の特徴























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































持続する不安、前向きな態度（成元哲・牛島佳代・松谷満） 253（ 253 ）
1 本稿は、科学研究費助成事業（15H01971、25460826）の成果である。2017 年調
査の全体的な傾向は「福島原発事故後の親子の生活と健康に関する調査報告書





2 2012 年 10 月から 12 月の時点で 9市町村の役場で標本抽出を行った。その時点
で、2008 年度出生児の全員は 6191 名。
3 ちなみに、2018 年 1 月時点で、第 5回調査の回答総数は 912 名であり、自由記
述の記入数は 549 件である。
4 成元哲・牛島佳代・松谷満，2014，「1,200 Fukushima Mothers Speak：アン
ケート調査の自由回答にみる福島県中通りの親子の生活と健康」，『中京大学現
代社会学部紀要』8（1）：91-194 を参照。
























































































1992 年であり、この間に 10 年以上の月日が流れている。しかし、この歳



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































していた」（井上・江原［1995 : 98 頁］）。
（４） 自己評価については










（８） 高い自尊心と低い自己評価の落差があり（Salzman［1985 : 73 頁］）、依存
的でダブル・バインディングな態度を採る等々、摂食障害は強迫性で境界例











はあまり困っていいないように見える」（山登敬之［1998 : 55 頁］）。
（９） もっとも、フェミニズムが摂食障害等の失調症の一因になっているとの指


















































（13） この点については井上・江原［1995 : 7 章］を参照のこと。82-93 年のあい
身体という檻［改訂版］2.0（芦川） 289（ 289 ）
だに女性雑誌の発行部数は、41 銘柄 2億 706 万冊から 78 銘柄 4 億 716 万冊














上・江原［1995 : 202 頁］。
（16） この段落の論点については、吉澤「身体－ジェンダーの社会的構成」（吉澤
［1997 : 4 章］）およびWolf［1991］も参照のこと。また「恋愛市場」におけ
る強者弱者の二極分化に関しては、山田昌弘「恋愛の変化と結婚難」（山田















性」（目黒・矢沢［2000 : 17-18 頁］）、舩橋惠子「「幸福な家庭」志向の陥穽」
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野 村 香 代1）
永 井 幸 代1）
田 中 太 平1）
辻 井 正 次2）
1） 名古屋第二赤十字病院 小児科
2） 中京大学現代社会学部
中京大学現代社会学部紀要 11-2 （2017） 297（ 297 ）
研究の背景及び目的
2017 年の“我が国の人口動態”によると，2015 年の全出生数に対する




生体重 1500g 未満の極低出生体重児における 6歳時の神経学的障害の割
合は，知的障害 12％，運動障害 7.7％（独歩不可，独歩可ともに 3.7％），



























































2006 年から 2008 年に当院NICUに入院した極低出生体重児は，139 例
であった．そのうち死亡退院 8例，退院後死亡 2例を除いた 129 例を分析
対象とした．
1．臨床背景（表1）
フォローアップ対象児の在胎期間の中央値は，29 週 3 日，出生体重の






例を除く 105 例中 82 例（78.1％）であり，そのうち超低出生体重児は転
院 14 例を除いた 46 例中 37 例（80.4％）であった．フォローアップが中
断となった 23 例については，家族の希望による中断が 2例，予約日に来
院されなかったことでの中断は 21 例であった．また，中断前の最終知能
指数は，知能検査を実施した 15 例中 8例が正常域，3例が境界域，4例が
知的機能の遅れを認めた．
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6 歳までフォローアップが継続された 94 例における 6歳時の知能指数
を，表 2に示す．超低出生体重児では 43 例中 8名（18.6％），極低出生体





フォローが継続された 82 例における 9歳時の知能指数を表 3に示す．
超低出生体重児では，37 例中 7名（18.9％），極低出生体重児では，45 例




で知的障害に該当した児は 3例おり，うち 2例は 10 以上低下した．
また，6歳時に最重度・重度と判定された 3例は，療育センター等でフォ
ローがされており，9歳時にはフォロー中断となっていた．
























































〈症例1〉在胎週数 24 週 4 日，体重 871g で出生．退院時の頭部MRI の







を利用することで，身体障害者手帳は 3級から 5級へ，療育手帳は 3級か
ら 4級へと下がり，各機関で相談ができていることから，9歳でのフォロー
終了となった．





















































































































































況を除いた 105 例中 82 例（78.1％）が 9歳まで継続フォローが可能であっ
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